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発達障害児への支援における養護教諭の認識と研修ニーズ

1 .はじめに

現在、発達障害のある児童生徒への対

応に養護教諭が関わる機会が増えており、

その専門性を活かして養護教諭が特別支

援教育に取り組むことへの社会的な期待

が高まっている。

しかし、発達障害児の困難やニーズへ

の対応という新たな事態に直面し、保健

室における対応に戸惑い、対応策を模索

していると鈴木・佐藤 (2006) は指摘令し

ている。中村(2009) が中学校に勤務す

る養護教論を対象とした調査を行った結

果、発達離害児への支援を妨げる原因の

ーっとして発達障害に関する養護教諭の

知識不足があることが示唆された。今後、

発達障害兜への支援においてさらに重要

な役割を果たすことが期待される養護教

諭は、発達障害について広く知識を得て、

的確な支援ができる力をつける必要があ

る(山田・渡部) 2005)。発達障害への理

解を深めるために養護教諭が学習する場

として研修は重要な機会である O また研

修において「発達障害とその対応 j を学

びたいという養護教諭のニーズが非常に

高いことを岩田・大芦・鎌原・中津・隣・

三浦 (2008) は確認している O こうした

現状を受け、発達障害に関する養護教諭

を対象とした研修のあり方への検討が求

められている(垣内・津島， 2010)。しか

し、発達障害に関する研修への養護教諭

のニーズについて詳しくふれている研究

はほとんどない O
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そこで本稿では養護教諭が行っている

発達障害児に対する飽J:lIJの関わりの状況、

また養護教諭が感じている支援上の課題

を明らかにしたい。さらに、発達障害児

に適切な対応をするために、養護教諭は

どのような研按ニーズを持っているのか

を明{稽化したい O

II. 方法

錦査対象者

全国の小学校、中学校、高等学校に勤

務する養護教諭を対象とした。 188名に

関紙を配布し、 93名(凶 i民事 49.5%) か

ら問答を得た。校稀はノトマ:校 55.9% (52 

名)、中学校 31.2%(291.'1)、，i~~ 等学校 7.5%

(7名)、その他 5.4% (5名)であった。

2. 手続き

機縁法により養護教諭へ質-関紙を配布

した。調査は反応の歪みを避けるため、

また偶人情報保護の観点から無記名で実

施した。調査の主旨や倫理的配慮を質問

紙に明記し、返信用封簡によって質問紙

が提出されることによって、質問紙調査

への協力に同意がなされたものとした。

3. 謂査項目

調査項目は以下の 20項目であった。

(1)対象者の属牲に関する項目 (2項目)

(2)養護教諭と発達障害児の関わりに関す

る項目 (4項目)

(3)発達障害児への支援における養護教諭

の課題に関する項目(8項目)

(4)発達障害に関する研修への養護教諭の
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ニーズ (6項目)

臨，結果と考察

対象者の属性

護教諭の勤務年数の平均は 20.7年で

あり、最も経験年数が短い者は 1年、最

も経験年数が長い者は 39年であった。

2. 養護教諭と発達障害児の積わり

教諭が 1年間で個別に関わった発

達障害児の人数は養護教諭 1名あたり平

均 2.6人であった(悶:数は有効@]答数 83

名)。最大値は 23人であり、回答した養

護教諭のうち 20% (17名)が 5人以上の

発遺障害児と関わったと回答していた。

養護教諭が発達障害児と関わった頻度

は「ほぽ毎日 j が 40% (25名)と最も多

く、次いで「月 1~3 回程度 J18%(11 名)、

「週 3----4 Iヨ程度 J14% (9 4"6)、「週 1~2

IfiI程度J13% (8名人「その他J6名、 r2

ヶ月に 1回以下J6% (4名)であった(母

数は有効回答数 63名)。この結果から養

教諭は頻繁に発達障害児への対応をし

ている状況がみられた o

次に、発達障害児の保健室への来室目

的を表 1に示す O 表 1より「パニックを

起こしたときに心を落ち着かせるため J

や「授業時間に教室にいられないときの

居場所とするため j といった心の安定や

学校内での居場所を求めての来室が多い

ことが明らかとなった。一般的に小学校

の保健室はケガや病気以外ではクールダ

ウンといった、心を落ち着かせるための

利用が最も多く、児童は保健室を f落ち

着ける場所 j と認識している(土屋・八

藤後，2010)。また中学生も保健室を「休

養できるいやしの場J と評価しているこ

とを上原・中下 (2010) が明らかにして

いる O 保健室は児童生徒にとって校内で

心と身体の安定を図ることができる特別

な空間である。そのため発達障害児の保

健室来室においても、心身の安定を図り、

落ち着きを取り戻すためという目的が多

くなっていると考えられる O

さらに「ケガの処置 j が半数でみられ

た。発達障害児は不注意や空間位置関係

を捉えにくいなどの特性により自分がケ

ガをしたり、友人にケガを負わせてしま

う(鎌塚，2004)。こうした理由から、ケ

ガの処置を目的とした保健室への来室が

多いと考えられる。

保健室での発達障害児への養護教諭の

対応を表 2に示す。発達障害児の f話し

相手になる、悩みを聴く」という関わり

をしていた養護教諭が 8割を超えていた。

表1.発達障害児の保健室への来室目的

パニックを起こしたときに心を落ち着かせるため

授業時間に教室にいられないときの居場所とするため

ケガの処置のため

休養するため

不定愁訴があるため

養護教諭に悩みや認しを聴いてもらうため

パニックを起こす前に心を落ち着かせるため

地の子どもと関わるため

保健衛生活動など養護教諭の手缶いをするため

(%の母数は有効回答数 66名) (複数回答)
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55% (36名)

52% (34名)

50% (33名)

44% (29名)

42% (28名)

32% (21名)

27% (18名)

18% (12名)

12% ( 8名)
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表 2. 保健室での養護教諭の対応

話し相手になる、悩みを聴く

ケガの処置をする

83% (54名)

52% (34名)

保健室内の発達障害児が落ち着く場所へ連れていく

教室に戻るように促す

45% (29名)

42% (27名)

勉強、制作、給食など一緒に活動する 35%) (23名)

地の子どもとのコミュニケーションを促す

保健衛生活動などの仕事を与える

23% (15名)

20% (13名)

(%の母数は手r5<;}J回答数 65名) (譲数回答)

岩場所や心の安定を求めて来室する発達

障害児への支援として、まずは話を聴く

ことを実践している養護教諭の姿勢がう

かがえる o

3. 発達樟害児への支援における養護

教諭の諜題

発達樟害児への支援に|努する 7項目の

課題について養護教諭がどの程度の図難

を感じているのかを f非常に困っている j

から「全く因っていなしリまでの 5科二法

によって尋ねた。その結果、「発達障害に

関する養護教論の知識が十分ではない J

(3.0)が最も高く、 i仕事:散が多く、発

障害児と関わる時間がないJ(2.8)が次い

だ(図1)0 本調査において平均値からは

特筆すべき困難を見出すことはできなか

った。しかし、図 1から各項自の標準偏

差 (SD) が大きいことがわかる。このこ

とから、項目に挙げた課題に対して「留

っている J と感じている養護教諭がいる

一方、「図っていない j と感じている養護

教諭も存在しており、支援上の囲難に対

する考えにばらつきがあった。

さらに、自由記述によって発達儲害児

への支援における課題を尋ねた。その結

果、 f養護教諭の課題』、『保護者との連携

の課題』、『他の j隊員との連携の課題』、『医

療機関との連携の課題Jの 4つのカテゴ

リーを得た(表 3)。
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『養護教諭の課題』のカテゴジーはさ

らに f発達障害に関する知識と支援にお

ける実践力がない J 、「保健室長での文~.応が

難ししリ、「議議教諭へのサポートがない j

に分類された O “践で理解していても実際

の場面では対応が関難なぬ合が多い H とい

う記述例に代表されるように、発達障害

に関する知識を持っている j結合でも J:YlJ誌

での実践につなげる難しさがあることが

うかが jつれfこ。

『保護者との連携の課題JはJ主体的に

「保護者の~!解と協力を得ることが難し

しリという項目が挙げられた。発達i障害

児の保護者は、わが子の障害の見えにく

さや個性との区別の難しさから、障害認

識や障害受容の難しさに直面しやすい

(山根，2009)。子どもの発達樟害を受容

することへの保護者の抵抗が学校におけ

る保護者への対応を難しくしている背景

にある。また、発達障害児の保護者にも

発達糠害の特性がみられる場合があり、

こうした場合の保護者への対応に養護教

諭が困難を抱いている状況があると示唆

され7こ。

『他の職員との連携の課題』のカテゴ

リーはさらに f教員間の連携や共通理解

を得-ることが難ししリ、 fスクーノレカウン

セラーや支援員との連携がとれなしリ、

「学校関の申し送りに問題がある Jに分



白石晴香・水野智美

平1勾{誼

(SD) 

発注綿密に関する養諮教諭lの知識が
5 4 3 2 

3.0 

十分ではない 争
(土0.9)

仕事故が多く、発達綿密児と関わる
5 4 3 2 

2.8 

Il~: I問がない t-- (土1.0)

研修会など発連絡害児について 5 4 3 2 2.7 

学習する機会がない @ 
(土1.0)

学校体!の支援チームが十分に機能 5 4 3 2 
2.6 

していない @ 
(土1.1)

養護教諭と担任の連携がとれて 5 4 コ今 2 
2.4 

いない @ 
(土1.0)

養護教諭と特別支援コーディネータ 5 4 3 2 
2.3 

ーの込lHj~ がとれていない • (土l.0) 

5 4 3 2 
強躍教諭とスクーノレカウンセラーの 2.1 

込li慌がとれていない .-j (土1.0)

図1.発達障害児への支援における養護教諭の課題

類された。教員間の連携が難しい背景に

は発達障害児に関する教員の認識の程度

に差がある。 研修の機会や発達障害児と

関わる頻度が異なる中でいかに教員間の

共通理解を闘っていくのかということが

支設上の課題となっていると考えられる。

『医療機関との連携の課題』のカテゴ

リーはさらに「医療機関への矯報の伝達

が難ししリ、「医療機関を探すことが難し

しリに分類された。 i亙療関係者は校内で

の発達障害児の様子をみる機会がほとん

どない。そのため、学校の教職員が気に

なっている発達障害児の様子を医療関係

が捉えることは樹難である。こうした

状況があるために、医療関係者と教員と

の間に発達障害児に関する認識の差が生

38 

じたと考えられる O

4. 養護教諭の研修ニーズ

発達障害に関する研修への養護教諭の

ニーズを表 4に示す。学校で関わってい

る発達障害児の特性に合わせた具体的な

対応の方法を研修内容として扱ってほし

いと感じている養護教諭が 8割以上と最

も多かった。表 3より発達障害に関する

基礎的な知識を持っていても実践に結び

つけることへの難しさがあることが確認

された O そのため、臣の前にいる発達障

害児に対して自分ができる支援の方法を

学びたいという養護教諭のニーズが高い

と考えられる。事例検討や実践報告を通

して理論と実践の統合を因る研修体制が

望まれていると考える。
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表 3. 発達障害克への支設における養

養護教諭の課題(16) 

分類項目

発達障害に関する知識と

支接における実践力が

不足している

保健室での対応が難しい

;記述i9iJ

-頭で理解していても実際の場面では対J，tが鴎難な場合が多い

・発達障害:についての知識があったとしても、実践につなげること

が難しい

:ー疾患の理解や発達障害先への対芯の仕方への自分自身(議議教諭)

の理解が十分ではない

-保健室業務だけで精一杯である

-保健室登校の児童が来室しているときは発述障害児への対応に手

が回らない

養護教諭へのサポートがない相談できる人が腐りにいない

保護者との連携の課題(13)

分類境目 j記述例

保護者の理解と協力を得る

ことが難しい

他の職員との連携の課題(12)

・保護者の理解が得られず、支援方針がうまく保護者に伝わらない

. {呆護者にも発達Fff容が疑われることが多く、保護者への対応が

閤雑である

・保護者へ医療機関を紹介しても、なかなか受診に去らない

-家庭環境に恵まれないケースが多く、学校からの介入が賊しい

分額項呂 |記述例

・すべての教員が同一歩調で取り組むことが難しい

教員間の連携や共通理解を :・発達障害児への支援に関係する教員以外の職ぬのF!!j悼を料ること

f専ることが朗自しい ができない

スクールカウンセラーや支援

員との連携がとれない

学校問の申し送りに問題が

ある

医療機関との連携の課題。)

-発達障害児への対応が可能な人がいないので、困ることがある

・スクールカウンセラーや支援は週に i度しか来校しないため、

一緒に会議を照くことができず、子どもへの共通理解を深める

ことができない

・スクールカウンセラーの配置がなく、発達|障害児への支援に関す

る相談にIl寺院?をとることができない

・発達障害児の情報が卜分に伝達できないまま中学校に上がって

いってしまう現状がある

分類項目 i記述例

症療機関への情報の伝達が i .涯療機関に発達繍害児の普段の姿を伝えることに苦労している

難しい i 

!・発達障害をみてくれる医療機関が少ない、また受診するまでに
医療機関を探すことが難しい i

l寺間がかかる

( )内の数字は、記述された数を示す。カテゴリーは太字で明示した。
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表 4. 養護教諭が求める研修の内容

障害の特と性に応じた学校での対応について学ぶことができる

他の学校での実践を知ることができる

84% (78名)

68% (67名)

59% (55名)発達障害児への対応について悩んでいることを他の参加者と

共有できる

発達樟害の基本的事項について学ぶことができる

(母数は有効回答数 93名 )0菱数居答)

47% (44名)

また、 68%の者が他校での実践を知る

ことができる研修を求めており、さらに

発達障害児への対応について他の参加者

と共有できる研修を 59%の者が必要とし

ていた O これらは養護教諭 i奇士が学び合

い、相談し合うというネットワークの形

成に関する項目である。養護教諭は基本

的に各学校に 1人しかいないため、保健

室を空けられないなどの理由から校外研

修の機会が限られ、他の教員に比べて孤

立しがちになる(赤倉，2006)0 こうした

背長が発達障害に関する研修において養

護教諭同士のネットワークの形成に関す

る項目へのニーズが高まったことに影

していると推察された。

表 4 で示した攻 I~ 以外の研修に対する

ニーズを自由記述で尋ねたところ、 9名か

らi自答が挙げられた。「具体的な事例につ

いて検討し、その子に合った支援ができ

る力量を研修で身につけたしリ、「発達障

害児だけではなく、 j南|おの児童生徒への

対応を含めた学習をしたい」といった

綿々のケースへの支援方法を学ぶ研修へ

のニーズがら名であった。一方、「発達障

害についての理解を深めたい J といった

発達障害の基本的事項について学びたい

というニーズが 3名から出された。

N. まとめ

発達障害児の保健室への来室目的は

{パニックを起こしたときに心を落ち

かせるため j が最も多かった。発達障害
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児がパニックを起こしたときに一時的に

来室し、再びクラスの活動に戻るため心

身を安定させる場となるのは、保健室が

校内で児童生徒にとって心身ともに安ら

ぐ特有の空間であることが考えられた O

また、保健室における発達障害児への対

応として多くの養護教諭が「話し栂手に

なる、悩みを聴く j ことを行っている状

況が確認された。

発達障害に関する研修へのニーズとし

ては f障害の特性に応じた学校の対応に

ついて学ぶことができる j 内容を求める

養護教諭が多かった。表 2で示した通り、

養護教諭の対応として実際には話し相手

となったり、ケガの処置をしている者が

多い。しかし、こうした対応から一歩踏

み込み、発達障害児の特性に応じた支援

をしたいという養護教諭の思いが研修内

容へのニーズに表れている。また発達障

害とは{可かという概論的な内容よりも、

自の前にいる子どもの特性を理解した上

で養護教諭としてどのような支援ができ

るのかを学びたいというニーズが高いこ

とがうかがわれた。さらに「他の学校で

の実践を知ることができるム「発達障害

児への対応について悩んでいることを他

の参加者と共有できる」という養護教諭

同士が学び合い、相談し合うネットワー

クの形成が研修の内容として求められて

いた。養護教諭は各校に 1人の配置が基

本であるため、養護教諭同士が繋がる機

会は{也の教員よりも貴重である O そのた
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め、養護教諭同士が繋がり、支援のヒン

トを得る機会として、研修を活かすこと

が必要不可欠である。

本研究では、発達障害児への支援にお

ける養護教識の課題について特筆すべき

事柄を見出すことができなかった。しか

し、各項目について「困っている j と

じている者と f闘っていない j と感じて

いる者の散らばりがあった。今後は、「囲

っている J と感じている養護教諭の課題

をより深く検討し、改善のための対策を

検討していきたい。
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白石晴香・水野智美

Recognition and Training Needs of the School Nurse 

in the Support to Students with Developmental Disorder. 

ln recent days， ro1e of the schoo1 nurse in the support to the students with 

developmenta1 disorder in the school is important. However， there are many school 

nurses who think that support to the students with developmenta1 disorder cannot 

fully be carried out. Then， this research investigated the situation of support of the 

school n urse to students wi th developmen tal disorder， and the school n urse' s 

subject in support. Moreover， it investigated about the needs of the schoo1 nurse to 

the training about a developmental disorder. 

At the very top was "for settling down， when panic is started" among the reasons 

the students with developmental disorder comes to the school nurse's office. The 

characteristic of the school nurse's office that it is a place in which children can 

settle as fo1' mind and body serves as a backdrop to this result. r¥10reover， it became 

clear that there are many school nurses who are doing "the talk is heard" and 

correspondence of "gi ving ad vice" to the students wi th developmen tal disorder. 

The school 工nム一u ι

disorder is叶'theschool nurse'、sown subjectγ" and "the subjec1七ofcoopeどationwith a 
guardianぺ"thesubject of cooperation with a other school personnel " and "the 

subject of cooperation with a hospital" 

As needs of the school nurse to the training about a developmental disorder，七here

was "contents which can understand the characteristic of an obstacle and can study 

the method of the support to the student with developmental disorder." 

42 


	0036
	0037
	0038
	0039
	0040
	0041
	0042
	0043

